








東邦大学第一小児科外来において,言語の遅れがみられた小児に新版 K式発達検査法(以下

K式)を施行している。K式は姿勢・運動面,言語・社会面認知・適応面の 3つの領域をみる

が,この中で言語発達遅滞児においては言語・社会面(言語 DQ),認知・適応面(認知 DQ)が重

要である。今回,言語発達遅滞児のうち,発達指数に解離がみられた児の発達について検討

したので報告する。 


